
行
政
監
察
・
巡
察
・
裁
判
・
司
法
行
政
を
管
轄
す
る
刑
法
官
が
解
体
さ
れ
、
一
八
六
九
年
五
月
に
行
政
監
察
を
任
務
と
す
る
弾
正
台

と
、
同
年
七
月
に
裁
判
・
司
法
行
政
・
法
典
編
纂
を
主
要
な
任
務
と
す
る
刑
部
省
と
が
誕
生
す
る
。
両
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
、

一
八
七
一
年
七
月
の
太
政
官
制
改
革
に
よ
っ
て
司
法
省
と
し
て
統
合
さ
れ
、
そ
の
役
目
を
終
え
る
。
司
法
省
は
旧
刑
法
を
始
め
と
し
た

法
典
編
纂
や
府
県
裁
判
所
の
設
置
を
通
し
て
近
代
法
制
度
形
成
を
担
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
制
史
研
究
に
お
け
る
主
要
な
研
究
対
象
の
一

つ
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
刑
部
省
に
関
し
て
も
近
年
で
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
検
討
が
施
さ
れ
て
お
り
、
明
律
・
清
律
を
参

考
と
し
て
「
新
律
綱
領
」
を
起
草
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
非
西
洋
思
想
も
踏
ま
え
つ
つ
あ
る
近
年
の
法
制
史
研
究
に
お
い
て
分
析
対
象

刑
部
省
・
司
法
省
が
近
代
法
制
度
形
成
に
担
っ
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
営
み
の
も
と
、
研
究
が
進
展
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
明
治
期
の
弾
正
台
に
関
し
て
は
、
充
分
な
検
討
が
施
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
ま
で
板
垣
哲
夫

「
弾
正
台
（
明
治
２
．
５
～
４
．
７
）
に
お
け
る
政
治
動
向
」
が
弾
正
台
創
設
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
板
垣
氏
に
よ
る
と
刑
法

（
１
）

の
一
つ
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。

は
じ
め
に

明
治
期
弾
正
台
の
廃
止
要
因

大
庭
裕
介
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官
に
お
け
る
海
江
田
信
義
・
佐
佐
木
高
行
の
両
判
事
を
中
心
に
し
た
派
閥
形
成
が
進
み
、
佐
佐
木
派
が
刑
部
省
と
し
て
独
立
し
、
京
都

（
２
）

を
根
拠
地
と
す
る
海
江
田
派
が
弾
正
《
ロ
を
組
織
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
笠
原
英
彦
「
弾
正
台
と
行
政
監
察
」
が
、
大
村
益
次
郎

暗
殺
の
犯
人
で
あ
る
団
伸
二
郎
ら
の
処
刑
に
海
江
田
が
意
義
を
唱
え
た
粟
田
口
止
刑
事
件
の
原
因
は
、
弾
正
台
の
権
限
を
定
め
た
「
弾

（
３
）

例
」
運
用
上
の
手
違
い
で
あ
る
と
し
た
こ
と
で
、
従
来
の
弾
正
（
ロ
が
守
旧
派
・
擬
夷
派
と
す
る
図
式
に
疑
義
を
呈
し
た
。
笠
原
氏
以
前

の
研
究
に
お
い
て
は
、
粟
田
口
止
刑
事
件
を
挙
げ
て
、
政
府
の
開
化
政
策
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
し
て
、
弾
正
台
の
性
質
は
守
旧
的
な

（
４
）

も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
笠
原
氏
に
よ
っ
て
守
旧
的
と
す
る
弾
正
台
の
性
格
に
疑
義
が
ロ
王
さ
れ
た
以
上
、
守
旧
派

の
牙
城
と
な
っ
て
い
た
弾
正
台
を
解
体
し
、
近
代
法
制
度
形
成
の
た
め
司
法
省
を
設
置
し
た
と
す
る
図
式
も
ま
た
再
考
の
余
地
が
あ

（
５
）

る
。
つ
ま
り
、
弾
正
台
に
つ
い
て
は
粟
田
口
止
刑
事
件
に
お
け
る
守
旧
派
と
す
る
性
格
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
行
政
監
察
を

管
轄
す
る
弾
正
台
が
必
要
と
さ
れ
た
要
因
や
解
体
の
要
因
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
弾
正
台
に
関
す
る
考
察
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
弾
正
台
に
与
え
ら
れ
た
守
旧
的
と
す
る
評
価
に
起
因
し

て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
司
法
省
の
前
身
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
弾
正
台
に
つ
い
て
法
制
史
研
究
が
検
討
を
加
え
な
か
っ
た
の

は
、
法
制
史
研
究
が
「
近
代
化
」
「
西
洋
化
」
を
念
頭
に
置
い
て
、
近
代
法
制
度
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。
「
近
代
化
」
「
西
洋
化
」
を
論
点
と
す
る
法
制
史
研
究
の
手
法
の
た
め
、
守
旧
的
な
評
価
を
受
け
て
き
た
弾
正
台

は
、
こ
れ
ま
で
評
価
の
対
象
と
す
ら
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
政
治
史
研
究
に
お
い
て
も
明
治
政
府
に
よ
る
近
代
化
を
論
点
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
弾
正
台
に
つ
い
て
は
論
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
代
法
制
度
形
成
の
一
環
と
し
て
、
弾

正
台
が
司
法
省
に
吸
収
さ
れ
た
と
断
じ
る
の
で
は
な
く
、
弾
正
台
を
今
一
度
、
明
治
初
期
政
治
史
に
位
置
付
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

本
稿
で
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
主
要
史
料
と
さ
れ
て
き
た
「
公
文
録
」
に
加
え
、
新
史
料
で
あ
る
法
務
省
法
務
図
書
館
所
蔵
「
憲
章

類
纂
」
に
も
依
拠
し
て
弾
正
台
の
新
た
な
側
面
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
。
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明治期弾正台の廃止要因

本
節
で
取
り
上
げ
る
法
務
図
書
館
所
蔵
「
憲
章
類
纂
」
は
長
ら
く
法
務
省
法
務
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

前
述
の
よ
う
に
弾
正
台
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
た
め
、
研
究
上
に
お
い
て
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
。
法
務
図
書
館
「
貴
重
書
目
録
」
に

お
い
て
「
弾
正
台
で
収
録
し
た
明
治
元
－
三
年
に
至
る
諸
規
則
集
他
の
弾
正
台
の
記
録
は
総
て
焼
失
し
た
の
で
、
唯
一
の
残
存
記
録

（
６
）

で
あ
る
」
と
さ
れ
、
多
く
の
文
書
が
戦
災
な
ど
に
よ
り
焼
失
し
た
》
」
と
か
ら
、
弾
正
〈
ロ
の
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
憲
章
類

纂
」
に
は
八
行
罫
紙
が
用
い
ら
れ
、
柱
に
は
「
弾
正
台
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
田
口
慶
吉
氏
に
よ
る
と
、
一
八
六
九
年
か
ら

（（ｊ）

一
八
七
一
二
年
に
か
け
て
中
央
官
省
で
は
八
行
罫
紙
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
「
憲
章
類

纂
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
、
一
部
に
司
法
省
八
行
罫
紙
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
弾
正
台
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
文

書
を
一
八
七
三
年
ま
で
に
司
法
省
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

次
に
「
憲
章
類
纂
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
同
文
書
は
全
二
巻
か
ら
な
り
、
一
巻
に
は
弾
正
台
の
職
掌
全
般
を
収
録
し

た
台
職
部
の
ほ
か
、
大
政
官
規
則
を
中
心
と
し
た
太
政
官
の
単
行
法
令
が
掲
救
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
諸
官
省
部
」
「
府
藩
県
部
」

と
続
い
て
お
り
、
弾
正
台
が
省
庁
や
府
県
藩
へ
の
行
政
監
察
を
担
っ
た
た
め
、
諸
省
や
府
藩
県
の
規
定
が
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。
二
巻

は
「
外
国
部
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
弾
正
台
が
外
交
儀
礼
の
場
に
立
ち
会
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
文
書
の
編
纂
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
弾
正
台
の
規
定
や
心
得
を
収
め
て
い
る
台
職
部
に
注
目
し

て
み
た
い
。
「
憲
章
類
纂
」
の
台
職
部
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

て
み
た
い
。

台
職
部

「
憲
章
類
纂
」
の
概
要
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一
、
断
刑
申
渡
之
条

一
、
急
御
用
之
節
馬
車
雇
賃
銭
之
条

こ
こ
で
挙
げ
た
も
の
の
う
ち
、
「
宮
城
及
上
府
中
市
中
ヲ
巡
察
ス
ル
条
」
以
降
は
、
一
八
六
九
年
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
冒
頭

（
８
）

に
綴
ら
れ
て
い
る
「
弾
例
」
は
一
八
一
ハ
九
年
九
月
七
日
に
定
め
ら
れ
た
「
太
政
官
達
第
八
五
六
号
」
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
六
九
年
弾

一
、
弾
例

一
、
宮
城

一
、
各
国

一
、
台
員

一
、
弾
台

一
、
府
藩

一
、
京
摂

一
、
弾
台

一
、
弾
台

一
、
訴
訟

一
、
遠
国
出
張
之
官
日

一
、
鞠
獄
立
会
之
条

（
マ
マ
）

｜
、
刑
場
立
今
口
之
条

一
、
断
刑
刻
限
之
条

各
国
公
使
応
接
立
会
之
条

訴
訟
門
書
式

弾
台
高
札
へ
張
出
シ
案

弾
台
掲
示

府
藩
県
監
察
掛
之
者
へ
探
索
申
付
ル
ノ
条

京
摂
巡
察
出
張
へ
移
シ
弾
正
台
出
張
所
ト
被
改
ノ
条
二
則

台
員
諸
官
省
へ
巡
察
心
得
之
条

宮
城
及
上
府
中
市
中
ヲ
巡
察
ス
ル
条

弾
台
心
得
方
之
条

遠
国
出
張
之
官
員
休
暇
ヲ
賜
フ
条
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明治期弾正台の廃止要因

（
⑪
〉

弾
正
台
が
廃
止
さ
れ
る
際
、
一
八
七
一
年
七
月
九
日
に
通
達
さ
れ
た
「
大
政
官
達
第
一
二
一
一
一
八
号
」
に
は
「
今
般
其
台
被
廃
候
事
。
但

従
来
取
扱
掛
之
事
務
一
切
司
法
省
へ
可
引
渡
事
」
と
あ
り
、
弾
正
台
の
権
限
を
司
法
省
が
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
「
憲
章
類
纂
」

は
省
務
を
取
り
決
め
る
際
の
参
考
に
供
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
弾
正
台
が
「
七
○
年
弾
例
」
以
降
も
行
政
監
察
を
担
う

と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
「
従
来
取
扱
掛
之
事
務
一
切
司
法
省
へ
可
引
渡
事
」
と
し
な
が
ら
も
、
司
法
省
に
お
い
て
行
政
監
察
の
権
限
が

（
Ⅲ
）

失
わ
れ
て
い
る
。
司
法
省
で
は
設
置
後
一
年
を
要
し
て
職
掌
が
審
議
さ
れ
、
一
八
七
一
一
年
八
月
に
「
司
法
職
務
定
制
」
が
起
草
さ
れ

た
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
職
権
の
及
ぶ
範
囲
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）

例
」
と
す
る
）
で
は
な
く
、
一
八
七
○
年
五
月
七
日
に
発
令
さ
れ
た
「
太
政
官
達
第
一
一
一
一
二
六
号
」
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
七
○
年
弾
例
」

と
す
る
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
憲
章
類
纂
」
は
司
法
省
に
統
合
さ
れ
る
直
前
の
弾
正
台
で
現
用
と
さ
れ
て
い
た
文
書
を
中
心
に

第
十
二
条
疑
獄
ヲ
審
定
ス
。

第
三
章
本
省
章
程

本
省
総
判
ス
ル
所
ノ
事
務
章
程
、
左
ノ
如
シ

第
七
条
新
法
ノ
議
案
及
条
例
ヲ
起
ス
。

第
八
条
地
方
ノ
便
宜
二
従
上
裁
判
所
ヲ
設
ケ
、
権
限
ヲ
定
メ
、
費
用
ヲ
制
ス
。

第
九
条
国
家
ノ
大
事
二
関
ス
ル
犯
罪
ヲ
論
決
ス
。

第
十
条
全
国
ノ
死
罪
ヲ
論
決
ス
。

第
十
一
条
勅
奏
官
及
華
族
ノ
犯
罪
ヲ
論
決
ス
。

以
上
各
条
必
ス
上
奏
制
可
ヲ
経
テ
然
ル
後
二
施
行
ス
。
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第
十
三
条
裁
判
官
ノ
犯
罪
ハ
臨
時
裁
判
所
二
於
テ
論
決
ス
。

第
十
四
条
諸
官
省
ヨ
リ
布
令
ス
ル
所
ノ
条
則
、
筍
モ
裁
判
上
一
一
関
渉
ス
ル
モ
ノ
ハ
必
ス
本
省
二
移
シ
テ
照
知
ヲ
経
へ
シ
◎

第
十
五
条
凡
ソ
省
中
二
於
テ
処
分
ス
ル
事
務
細
大
ト
ナ
ク
毎
月
之
ヲ
分
別
シ
、
其
考
課
状
ヲ
詳
記
シ
テ
正
院
へ
上
達
ス
ヘ
シ
。

こ
こ
で
は
「
勅
奏
官
及
華
族
ノ
犯
罪
ヲ
論
決
ス
」
と
あ
る
も
の
の
、
勅
奏
任
官
や
華
族
の
個
人
的
な
犯
罪
を
裁
決
す
る
た
め
で
あ

り
、
行
政
機
関
の
運
営
が
公
正
か
つ
適
正
で
あ
る
か
を
調
査
し
、
勧
告
を
す
る
行
政
監
察
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
弾
正
台
廃
止
に
よ
っ

て
「
従
来
取
扱
掛
之
事
務
一
切
司
法
省
へ
可
引
渡
事
」
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弾
正
台
特
有
の
権
限
で
あ
っ
た
行
政
監
察

が
司
法
省
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
八
六
九
年
に
刑
法
官
が
廃
止
さ
れ
、
行
政
監
察
を
権
限
と
す
る
弾
正
台
と
法
典
編
纂
を
権
限
と
す
る
刑
部
省
に
分
か
れ
た
要
因
に

つ
い
て
、
板
垣
哲
夫
氏
は
刑
法
官
内
に
お
け
る
海
江
田
信
義
派
（
弾
正
台
）
と
佐
佐
木
高
行
派
（
刑
部
省
）
の
分
裂
の
結
果
と
し
た
。

し
か
し
、
板
垣
氏
が
要
因
と
す
る
海
江
田
派
や
佐
佐
木
派
と
い
っ
た
派
閥
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
上
、
そ
の
派

閥
の
構
成
な
ど
へ
の
論
及
が
一
切
な
い
。
仮
に
海
江
田
派
・
佐
佐
木
派
が
あ
っ
た
と
し
て
、
な
ぜ
刑
法
官
を
廃
止
し
て
新
た
な
省
庁
の

設
置
が
必
要
と
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
疑
問
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
弾
正
台
が
置
か
れ
た
一
八
六
九
年
は
、
弾
正
台
だ
け
で
な

く
民
部
省
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
七
月
の
二
官
六
省
体
制
発
足
ま
で
の
あ
い
だ
に
そ
れ
ま
で
の
体
制
が
大
き
く
刷
新
さ
れ
て
い
る
時
期

で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
刑
法
官
内
の
事
情
に
即
し
て
弾
正
台
が
置
か
れ
た
と
す
る
こ
と
は
的
確
な
論
証
に
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
太
政
官
制
の
枠
組
み
の
な
か
で
刑
部
省
と
弾
正
台
を
分
け
る
必
要
が
生
じ
た
の
か
を
、
ま
ず
は
検
討
し

二
刑
法
官
か
ら
の
独
立
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刑
法
官
か
ら
独
立
し
て
設
置
さ
れ
た
弾
正
台
と
刑
部
省
で
は
あ
る
が
、
弾
正
台
の
設
置
が
一
八
六
九
年
五
月
二
二
日
で
あ
り
、
刑
部

省
の
設
置
は
弾
正
台
に
遅
れ
る
こ
と
約
一
ヶ
月
後
の
七
月
八
日
で
あ
っ
た
。
僅
か
な
時
期
の
違
い
で
は
あ
る
が
刑
法
官
か
ら
弾
正
台
を

独
立
さ
せ
た
ね
ら
い
は
、
弾
正
台
の
権
限
で
あ
る
行
政
監
察
を
充
実
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
弾
正
台
設
置
の
前
後
、
政
府
に
お
い
て

官
制
改
革
が
企
図
さ
れ
始
め
て
お
り
、
行
政
監
察
を
弾
正
台
が
担
う
こ
と
で
制
度
の
公
正
な
運
用
を
期
待
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

（
胆
）

弾
正
台
は
、
刑
法
官
知
官
事
の
職
掌
で
あ
る
「
掌
総
判
執
法
守
律
監
察
糺
弾
捕
亡
断
獄
」
の
う
ち
、
「
監
察
糺
弾
」
を
引
き
継
い
で
成

（
聰
）

立
す
る
。
弾
正
台
発
足
か
ら
一
一
ヶ
月
後
の
一
八
六
九
年
七
月
に
通
達
さ
れ
た
「
太
政
官
達
第
六
一
二
四
号
」
に
お
い
て
「
制
度
布
告
賞
罰

等
其
時
々
弾
正
台
へ
申
達
候
事
」
「
諸
省
待
詔
院
集
議
院
東
京
府
等
、
時
々
大
少
ノ
忠
、
大
少
ノ
巡
察
等
、
巡
察
可
致
事
」
と
あ
り
、

政
府
内
や
東
京
府
を
巡
察
し
、
制
度
・
布
告
・
賞
罰
を
監
察
す
る
こ
と
が
弾
正
台
の
権
限
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
中
央
で
は
目
ま
ぐ

る
し
く
官
制
が
変
わ
っ
て
お
り
、
新
た
な
省
庁
に
お
い
て
制
度
・
人
事
が
公
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
監
督
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
弾
正
台
に
よ
る
行
政
監
察
の
対
象
は
、
’
八
六
九
年
六
月
の
版
籍
奉
還
を
経
て
拡
大
し
て
い
く
。
同
年
九
月
に
起
草
さ
れ

た
「
六
九
年
弾
例
」
に
は
、
「
非
常
巡
察
ヲ
藩
県
二
発
シ
、
政
事
ヲ
覆
問
シ
、
非
運
ヲ
糺
弾
ス
可
シ
ハ
詔
使
ノ
例
一
一
準
ス
可
シ
」
と
さ

れ
て
お
り
、
非
常
の
際
は
府
県
藩
も
行
政
監
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。
行
政
監
察
が
中
央
官
省
だ
け
で
な
く
、
府
県
藩
も
対
象
と
し
た

広
範
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
弾
正
台
設
置
の
翌
月
に
政
府
が
版
籍
奉
還
を
断
行
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
版
籍
奉
還
を
経
て
、

従
来
ま
で
諸
藩
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
事
務
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
政
府
は
異
な
る
行
政
制
度
を
持
つ
府
県
藩
の
体
制
を
一
致
さ

せ
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
版
籍
奉
還
後
よ
り
政
府
内
で
は
諸
藩
の
行
政
制
度
へ
の
干
渉
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
一
八
六
九
年
六
月
二
五
日
に
公
に
さ
れ
た
「
諸
務
変
革
十
一
カ
条
」
で
は
、
石
高
・
諸
税
な
ど
の
取
調
を
命
じ
た
ほ
か
、
知
藩

事
の
家
禄
決
定
が
図
ら
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
九
月
に
は
「
藩
制
」
が
発
布
さ
れ
、
断
続
的
に
政
府
が
諸
藩
へ
の
改
革
を
要
請
し
、
中
央

て
い
き
た
い
。
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集
権
化
を
企
図
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
の
一
環
と
し
て
弾
正
台
に
府
県
藩
の
行
政
監
察
も
担
わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

一
方
、
刑
法
官
か
ら
独
立
し
た
刑
部
省
に
お
い
て
は
、
職
員
令
体
制
以
降
の
政
治
制
度
や
社
会
変
容
に
則
し
て
、
明
治
維
新
以
来
、

「
仮
刑
律
」
に
留
ま
っ
て
い
た
刑
法
典
を
改
正
す
る
こ
と
が
任
務
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
刑
法
典
改
正
の
機
運
は
す
で
に
一
八
六
八
年

一
○
月
頃
よ
り
高
ま
っ
て
お
り
、
「
仮
刑
律
」
に
代
わ
る
新
律
編
纂
の
た
め
、
議
政
官
史
官
水
本
成
美
が
明
律
取
調
御
用
と
な
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
同
月
の
「
行
政
官
達
第
九
一
六
号
」
に
お
い
て
、
「
刑
律
ハ
兆
民
生
死
之
処
係
、
速
二
御
濫
正
可
被
為
在
之
処
、
春
来
兵

（
Ｍ
）

馬
控
偲
国
事
多
端
、
未
ダ
篭
正
二
暇
ア
ラ
ズ
、
依
之
新
律
御
布
令
迄
ハ
故
幕
府
へ
御
委
任
之
刑
律
二
価
」
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
仮
刑
律
」
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
は
改
正
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
刑
法
編
纂
に
比
重
を
置
く
必
要
か
ら
刑
部
省

は
編
纂
事
業
を
担
う
と
と
も
に
、
裁
判
を
通
し
て
法
を
円
滑
に
運
用
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
刑
部
省
に
は
犯
罪
人
逮
捕
を

権
限
と
す
る
逮
部
司
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
刑
法
官
知
官
事
の
職
掌
で
あ
る
「
掌
総
判
執
法
守
律
監
察
糺
弾
捕
亡
断
獄
」
の
う
ち
、

「
執
法
」
「
守
律
」
「
捕
亡
」
「
断
獄
」
が
刑
部
省
の
権
限
と
な
っ
て
い
た
。
刑
部
省
が
刑
法
官
の
権
限
全
般
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
性
質

が
あ
る
の
に
対
し
、
弾
正
台
の
独
立
は
行
政
監
察
に
特
化
し
た
組
織
を
置
く
こ
と
で
、
官
制
の
円
滑
な
運
用
を
期
し
て
の
も
の
で
あ
っ

た
。

思
わ
れ
る
。

弾
正
台
は
太
政
官
直
轄
の
組
織
と
さ
れ
て
お
り
、
太
政
官
に
権
限
を
集
中
さ
せ
よ
う
と
す
る
職
員
令
体
制
の
も
と
、
諸
省
へ
の
行
政

（
マ
マ
）
（
旧
）

監
察
に
力
を
注
ぎ
始
め
る
。
「
憲
章
類
纂
」
に
お
い
て
も
「
各
国
公
使
立
ヘ
ロ
之
条
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
各
国
公
使
重
大
之
事
件
、

三
一
八
七
○
年
の
弾
正
台
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〈
マ
マ
）

応
接
之
節
、
為
立
〈
ロ
出
席
可
致
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
重
要
な
外
交
儀
礼
の
場
に
も
弾
正
台
が
立
ち
会
う
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

笠
原
英
彦
氏
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
外
交
儀
礼
へ
の
弾
正
台
官
員
の
立
ち
会
い
に
つ
い
て
は
、
外
交
機
密
漏
洩
を
危
倶
す
る
外
務
省

（
随
）

が
、
太
政
官
へ
拒
否
の
申
し
入
れ
た
た
め
、
立
ち
会
い
が
停
止
壁
（
」
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
弾
正
台
に
刑
部
省
と
の
あ
い
だ
で
は
、
権
限
の
範
囲
が
明
確
化
し
な
い
と
す
る
問
題
も
噴
出
し
て
い
た
。

弾
例
之
儀
二
付
、
議
論
六
ヶ
敷
、
延
引
之
儀
二
付
、
大
臣
へ
刑
部
卿
ヨ
リ
申
立
、
弾
正
台
へ
ハ
吉
井
少
弼
迄
断
書
差
出
、
則
返
書

こ
こ
で
は
刑
事
事
件
の
処
理
を
職
掌
と
す
る
刑
部
省
と
の
あ
い
だ
で
の
権
限
の
範
囲
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
問
題
化
し
て
い
た
と

あ
る
。
そ
の
う
え
、
弾
正
台
に
は
「
過
激
ノ
輩
」
が
多
く
在
籍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小
吏
の
些
末
な
事
案
で
あ
っ
て
も
糺
弾
対
象
と

を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
弾
正
台
で
は
行
政
監
察
を
主
要
な
役
割
と
し
つ
つ
も
、
官
員
た
ち
に
よ
る
糺
弾
の
や
り
方
が
あ
ま
り
に
も

強
硬
で
あ
る
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
刑
部
省
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
参
議
と
し
て
国
政
を
担
っ
て
い
た
木
戸
孝
允
か

来
リ
候
事
、

相
成
、
不
纏
故
也
、

但
刑
部
省
ト
弾
正
台
ト
ノ
権
限
不
分
明
ニ
テ
、
中
々
六
ヶ
敷
、
高
行
等
屡
同
台
ト
相
談
致
シ
候
得
共
、
縮
ル
所
双
方
共
議
論
ト

弾
正
台
ト
刑
部
省
ノ
権
限
ニ
ハ
、
相
互
二
議
論
差
起
り
綴
ラ
ズ
、
弾
正
台
ニ
ハ
過
激
ノ
輩
多
数
ニ
テ
、
何
分
大
ニ
権
カ
ヲ
張

り
、
甚
ダ
困
部
ナ
リ
、
独
り
刑
部
省
ト
権
限
ノ
争
上
不
而
已
、
同
台
ハ
柳
カ
ノ
事
ニ
テ
モ
糺
弾
致
ス
ト
テ
、
無
遠
慮
二
各
省
ノ

者
モ
呼
出
シ
侯
、
｜
体
旧
幕
ノ
時
ニ
テ
モ
、
目
鑑
ハ
権
力
ハ
非
常
ナ
ル
故
二
、
返
ツ
テ
大
人
ラ
シ
ク
、
所
謂
大
目
ニ
テ
、
抜
カ

ヌ
太
刀
ノ
高
名
ヲ
主
ト
セ
ル
ニ
、
弾
正
台
ハ
是
レ
ニ
反
シ
、
穴
ヲ
捜
シ
テ
、
面
々
歩
卒
ノ
首
迄
取
リ
テ
高
名
ト
ス
ル
ノ
景
況
ニ

テ
、
返
ツ
テ
威
権
ヲ
失
フ
ノ
場
合
二
至
ル
ノ
憂
ア
リ
、
尤
モ
上
官
ハ
宜
敷
モ
、
少
忠
辺
ヨ
リ
大
巡
察
・
少
巡
察
等
、
尤
モ
甚
シ

（
町
）

キ
ナ
、
ソ
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（
肥
）

ら
ｊ
ｂ
弾
正
台
の
行
政
監
察
が
強
硬
で
あ
る
と
の
批
判
が
生
じ
て
い
た
。

こ
う
し
た
批
判
が
あ
る
な
か
で
、
粟
田
口
止
刑
事
件
に
お
い
て
弾
正
台
官
員
が
刑
部
省
へ
の
行
政
監
察
手
続
き
を
踏
ま
え
ず
、
団
伸

二
郎
ら
の
刑
の
執
行
を
妨
げ
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
弾
正
台
は
一
八
六
九
年
七
月
八
日
に
京
都
に
支
台
を
置
い
た
が
、
こ
の
支
台
と

弾
正
台
と
刑
部
省
の
申
し
合
わ
せ
の
不
備
が
粟
田
口
止
刑
事
件
の
原
因
で
あ
っ
た
。
粟
田
口
止
刑
事
件
で
は
団
ら
の
処
刑
に
際
し
て
、

弾
正
台
か
ら
の
連
絡
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
京
都
支
台
が
刑
部
省
に
掛
け
合
い
、
独
断
で
刑
の
執
行
を
妨
げ
た
。
こ
の
京
都
支
台
の
行

動
に
つ
い
て
、
政
府
は
「
種
々
被
申
立
候
へ
ト
モ
弾
例
二
運
上
重
キ
天
裁
ヲ
経
候
行
刑
ヲ
差
留
テ
ハ
法
律
体
裁
ト
モ
不
相
立
、
依
テ
朝

（
い
）

権
コ
ノ
藩
シ
候
様
為
相
成
候
段
如
何
ニ
モ
相
済
サ
ル
儀
ナ
リ
」
と
し
て
、
粟
田
口
止
刑
事
件
に
お
け
る
京
都
支
台
の
当
事
者
で
あ
る
海
江

田
信
義
に
対
し
て
、
「
六
九
年
弾
例
」
の
適
切
な
運
用
を
欠
い
て
い
る
と
し
て
詰
問
し
て
い
た
。

さ
ら
に
か
ね
て
か
ら
「
六
九
年
弾
例
」
は
、
刑
部
省
か
ら
も
「
事
実
難
相
守
御
取
消
二
相
成
、
更
二
御
評
議
被
仰
付
度
段
、
昨
年
九

（
、
｝

月
伺
出
、
其
通
心
得
候
様
御
下
知
有
之
」
と
す
る
疑
義
が
太
政
官
に
提
出
共
こ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
弾
正
台
は
粟
田
口
止
刑
事
件
に
よ

（
別
）

る
海
江
田
信
義
ら
の
辞
任
の
後
、
一
八
七
○
年
一
一
月
一
一
八
日
に
「
六
九
年
弾
例
」
の
停
止
処
分
を
受
け
る
。
「
六
九
年
弾
例
」
停
止
の

背
景
に
は
、
か
ね
て
か
ら
の
刑
部
省
な
ど
か
ら
の
「
六
九
年
弾
例
」
運
用
の
不
備
の
訴
え
に
加
え
、
粟
田
口
止
刑
事
件
に
お
け
る

「
六
九
年
弾
例
」
運
用
の
手
違
い
が
重
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
「
弾
例
」
や
規
則
を
起
草
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
七
○
年
五
月
に
新
た
に
「
七
○
年
弾
例
」
が
定
め
ら
れ
た
の
ち
、
「
七
○
年
弾
例
」
の
施
行
細
則
と
も
い
う
べ
き
「
弾
正
台
諸
規

｛
型
）

則
」
が
起
草
さ
れ
て
い
る
。
「
弾
例
」
が
行
政
監
察
を
中
・
心
に
官
吏
の
犯
罪
取
締
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
弾
正
台
諸
規

則
」
で
は
、
「
巡
察
規
則
」
「
諜
者
費
用
渡
方
規
則
」
「
訴
状
取
捨
規
則
」
「
宮
中
語
規
則
」
「
行
幸
人
員
規
則
」
「
検
使
規
則
」
「
宿
直
規

則
」
「
出
退
規
則
」
「
通
用
門
規
則
」
「
台
中
住
居
規
則
」
の
ほ
か
、
機
密
保
持
の
厳
守
を
う
た
っ
た
「
盟
約
」
、
弾
正
台
官
員
の
心
得
を

記
し
た
「
台
則
」
「
台
則
付
録
」
が
定
め
ら
れ
た
。
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明治期弾正台の廃止要因

「
七
○
年
弾
例
」
「
弾
正
台
諸
規
則
」
が
相
次
い
で
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
を
見
る
限
り
「
六
九
年
弾
例
」
で
定
め
ら
れ
た
諸
省

に
対
す
る
行
政
監
察
に
慎
重
を
求
め
る
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
「
六
九
年
弾
例
」
で
は
「
親
王
及
諸
司
ノ
奏
任
非
職
ノ
五
位
以

上
ノ
犯
解
官
親
王
ハ
徒
罪
以
上
及
判
任
以
下
庶
人
ノ
父
母
ヲ
殴
チ
叛
逆
一
一
連
累
ス
ル
モ
ノ
ハ
奏
弾
ス
」
「
親
王
大
臣
以
上
官
人
及
上
華

族
ヨ
リ
庶
人
二
至
ル
迄
、
車
馬
兵
仗
衣
服
従
者
ノ
数
、
法
則
一
一
達
上
華
麗
僧
署
二
過
ル
モ
ノ
ハ
糺
弾
ス
。
吉
凶
ノ
礼
法
ヲ
超
ル
モ
ノ
モ

又
同
」
「
官
司
杠
判
ア
レ
ハ
所
由
ヲ
迫
テ
糺
正
ス
。
又
官
人
本
司
一
一
於
テ
政
ヲ
行
フ
ニ
怠
慢
シ
テ
欠
有
ラ
ハ
是
ヲ
糺
劾
ス
」
と
さ
れ
、

官
員
の
刑
法
犯
罪
や
著
侈
か
ら
「
吉
凶
ノ
礼
法
ヲ
超
ル
モ
ノ
」
や
怠
慢
ま
で
が
幅
広
く
糾
弾
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て

「
弾
正
台
諸
規
則
」
で
は
、
「
官
司
柾
判
ア
レ
ハ
所
由
ヲ
追
テ
糺
正
ス
。
又
官
人
本
司
二
於
テ
政
ヲ
行
フ
ニ
怠
慢
シ
、
欠
有
ア
ラ
ハ
之
ヲ

糺
劾
ス
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
二
宮
六
省
二
院
井
府
藩
県
諸
司
諸
寮
、
其
施
設
ノ
可
否
得
失
ヲ
察
シ
、
其
官
司
ノ
勉
励
怠
惰
ヲ
視
ス
ル

審
詳
ナ
ル
ヲ
要
ス
」
と
さ
れ
、
従
来
か
ら
の
官
吏
の
勤
怠
に
対
す
る
監
察
を
慎
重
に
行
う
と
あ
る
。

さ
ら
に
「
七
○
年
弾
例
」
の
全
文
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

｜
、
奏
任
以
上
井
非
職
五
位
以
上
ノ
非
運
ハ
奏
弾
ス
。

但
判
任
以
下
ト
錐
モ
事
大
ニ
シ
テ
連
累
多
キ
者
ハ
同
ク
之
ヲ
奏
弾
ス
。

「
親
王
及
上
参
議
以
上
ノ
非
違
ハ
尹
弼
ア
ル
ニ
非
レ
ハ
弾
ス
ル
ヲ
得
ス
。

｜
、
奏
弾
ハ
尹
若
ク
ハ
弼
三
職
ト
共
二
奏
ス
ヘ
シ
。
尹
弼
在
サ
レ
ハ
大
忠
奏
ス
ヘ
シ
事
。
三
職
二
係
ル
者
、
直
一
一
之
ヲ
奏
ス
。

｜
、
府
藩
県
判
任
以
下
、
非
違
ア
ル
重
キ
ハ
台
二
召
シ
、
軽
キ
ハ
其
庁
二
移
シ
テ
糺
サ
シ
ム
。
庶
人
卜
難
モ
事
、
重
大
ナ
レ
ハ
召

－－

、、

（
マ
マ
）

非
運
ノ
左
証
ア
ル
者
ヲ
糺
弾
ス
ル
ニ
其
実
ヲ
首
セ
サ
ル
者
、
刑
部
一
一
移
シ
テ
推
拷
セ
シ
ム
ヘ
シ
。

罪
状
名
著
或
ハ
事
急
卒
一
一
出
ル
者
、
直
二
刑
部
二
告
推
拷
セ
シ
ム

ス
ヘ
シ
。
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｜
、
刑
部
死
因
ヲ
決
ス
、
台
員
就
テ
監
ス
ヘ
シ
。
若
菟
柾
灼
然
タ
ル
ア
ラ
ハ
停
テ
奏
聞
推
覆
セ
シ
ム
ヘ
シ
。

｜
、
尹
若
犯
ア
ラ
ハ
忠
以
上
共
二
議
判
シ
テ
奏
弾
ス
。
台
員
ノ
非
運
ハ
其
上
官
ヨ
リ
之
を
弾
ス
。

こ
の
よ
う
に
「
六
九
年
弾
例
」
と
比
較
す
る
と
、
職
掌
の
範
囲
も
限
定
的
で
あ
り
、
官
吏
に
対
す
る
糺
弾
の
手
続
き
に
も
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
「
六
九
年
弾
例
」
が
奏
上
の
上
で
処
分
す
る
官
吏
の
範
囲
を
「
親
王
及
諸
司
ノ
奏
任
、
非
職
ノ
五
位
以
上
」
と
し
、
「
判
任

以
下
ノ
解
官
ハ
台
一
一
於
テ
糺
弾
」
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
判
任
官
ま
で
の
処
分
な
ら
ば
弾
正
台
に
よ
る
独
断
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
「
七
○
年
弾
例
」
で
は
判
任
官
以
下
が
重
罪
を
犯
し
た
場
合
も
独
断
で
の
裁
決
が
認
め
ら
れ
ず
、
奏
聞
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
官
吏
の
処
分
権
が
縮
小
し
て
い
る
。

さ
ら
に
府
県
藩
に
対
す
る
巡
察
は
、
「
六
九
年
弾
例
」
で
は
「
非
常
巡
察
ヲ
藩
県
二
発
シ
、
政
事
ヲ
覆
問
シ
非
運
ヲ
糺
弾
ス
可
シ
ハ

詔
使
ノ
例
二
准
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
「
詔
使
」
と
同
等
の
弾
正
台
が
直
接
「
非
違
ヲ
糺
弾
ス
」
る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
七
○
年
弾

例
」
で
は
府
県
藩
へ
の
行
政
監
察
は
重
大
な
「
非
違
」
に
限
定
さ
れ
、
軽
微
な
事
案
は
府
県
藩
庁
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
行
政
監
察
に
慎
重
が
期
さ
れ
た
背
景
に
は
、
粟
田
口
止
刑
事
件
に
お
け
る
弾
正
台
の
行
政
監
察
上
の
失
策
に
加
え
、
政
府
内
で

（
幻
）

も
「
柳
カ
ノ
事
二
一
ナ
モ
糺
弾
致
ス
ト
テ
、
無
遠
慮
二
各
省
ノ
者
モ
呼
出
」
す
よ
う
な
強
硬
さ
が
問
題
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
刑
部
省
と
弾
正
台
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
七
○
年
弾
例
」
に
お
い
て
「
非
運
ノ
左
証
ア
ル
者
」
を
糺
弾
す
る
際
と
、
「
罪

状
名
著
」
「
事
急
卒
」
の
者
に
つ
い
て
は
刑
部
省
に
お
い
て
取
り
調
べ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
死
因
ヲ
決
ス
」
際
に
弾
正
台

が
監
督
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
「
六
九
年
弾
例
」
以
降
、
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
り
、
「
七
○
年
弾
例
」
に
お
い

て
も
依
然
と
し
て
刑
部
省
と
弾
正
台
の
権
限
に
は
重
複
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
粟
田
口
止
刑
事
件
以
降
、
弾
正

台
の
権
限
に
縮
小
が
加
え
ら
れ
、
政
府
内
で
の
弾
正
台
の
重
要
度
も
低
下
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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守
旧
的
・
撰
夷
的
と
す
る
印
象
を
与
え
て
き
た
弾
正
台
で
は
あ
る
が
、
笠
原
英
彦
氏
に
よ
っ
て
、
粟
田
口
止
刑
事
件
は
櫻
夷
行
動
の

一
環
で
は
な
く
、
弾
正
台
と
京
都
支
台
と
刑
部
省
相
互
の
連
絡
の
不
備
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
擬

夷
派
の
中
心
と
さ
れ
て
き
た
海
江
田
信
義
に
つ
い
て
、
笠
原
氏
に
よ
る
と
「
守
旧
的
な
撰
夷
論
者
海
江
田
が
大
村
事
件
に
強
硬
な
態
度

で
臨
み
、
同
時
に
同
事
件
の
背
景
に
薩
長
間
の
軋
礫
が
あ
っ
た
と
す
る
従
来
の
見
方
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

（
割
）

か
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
守
旧
的
・
嬢
夷
的
で
あ
る
た
め
、
弾
正
台
は
解
体
さ
れ
て
司
法
省
が
設
け
ら

（
雪
）

れ
た
と
す
る
説
に
対
す
る
疑
問
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
拙
稿
「
江
藤
新
平
の
政
治
田
心
想
」
「
太
政
官
期
の
法
典
編
纂
に
お
け
る
「
西
洋
」

｛
頚
）

「
非
西
洋
」
」
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
司
法
省
設
置
を
唱
え
た
江
藤
新
平
に
お
い
て
も
、
非
西
洋
的
田
心
想
に
立
脚
し
た
点
が
多
く
、

司
法
省
設
置
の
要
因
を
近
代
法
制
度
形
成
と
し
て
一
面
的
に
捉
え
る
｝
」
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
節
で
は
弾
正
台
廃
止
か
ら
司

法
省
設
置
ま
で
の
経
緯
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
も
そ
も
「
六
九
年
弾
例
」
か
ら
「
七
○
年
弾
例
」
に
か
け
て
弾
正
台
の
行
政
監
察
が
後
退
し
て
い
っ
た
直
接
の
要
因
は
、
既
に
指

摘
し
た
よ
う
に
、
粟
田
口
止
刑
事
件
に
お
い
て
「
六
九
年
弾
例
」
の
適
切
な
運
用
を
欠
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
「
六
九
年
弾
例
」
が
問

題
視
さ
れ
た
こ
と
で
、
行
政
監
察
の
一
部
は
府
県
藩
が
担
う
と
さ
れ
た
り
、
奏
聞
が
必
要
と
な
る
な
ど
弾
正
台
の
権
限
は
後
退
し
て

い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
弾
正
台
の
必
要
性
が
低
下
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
一
八
七
○
年

六
月
頃
よ
り
岩
倉
具
視
が
「
建
国
策
」
を
起
草
す
る
な
ど
し
て
、
官
制
改
革
を
通
し
て
政
府
権
限
の
強
化
が
目
指
さ
れ
て
い
く
。
岩
倉

具
視
・
大
久
保
利
通
ら
は
「
君
側
御
補
導
之
任
ハ
無
申
迄
、
御
節
倹
之
道
、
相
立
御
実
行
を
辰
断
以
テ
天
下
を
駕
御
遊
は
し
候
（
中

四
弾
正
台
の
廃
止
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「
建
国
策
」
に
基
づ
く
改
革
が
不
調
に
終
わ
っ
た
後
、
大
久
保
は
制
度
取
調
の
任
に
あ
っ
た
江
藤
新
平
と
土
方
久
元
へ
「
冗
官
之
取

（
盤
）

調
」
を
委
任
し
て
い
る
。
大
久
保
の
意
向
で
あ
る
無
用
な
官
吏
の
淘
汰
は
、
江
藤
が
一
八
七
○
年
閏
一
○
月
一
一
六
日
に
一
一
一
条
実
美
に
提

（
”
）

（
列
）

出
し
た
「
政
治
制
度
上
申
案
箇
条
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
「
政
治
制
度
上
申
案
箇
条
」
で
は
弾
正
台
と
刑
部
省
の
統
へ
ロ
の
他
、
民
部

省
や
開
拓
使
の
廃
止
、
兵
部
省
の
改
組
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
書
で
は
官
省
の
統
廃
合
を
通
し
て
無
用
な
官
吏
を

淘
汰
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
権
限
が
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
弾
正
台
も
、
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
「
政
治
制
度
上
申
箇
条
」
で
は
政
府
改
革
に
際
し
て
「
刑
部
・
弾
正
ヲ
合
テ
司
法
台
ヲ
置
キ
、
是
ヲ
｜
等
裁
判
所
ト
ス
ヘ
キ
事
」

と
し
て
、
弾
正
台
を
刑
部
省
と
合
併
し
て
裁
判
所
の
機
能
を
果
た
す
と
あ
る
。
合
併
後
の
主
な
機
能
が
、
刑
部
省
の
権
限
で
あ
っ
た
裁

判
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
藤
は
弾
正
台
を
刑
部
省
に
吸
収
し
、
実
質
的
に
廃
止
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
さ
ら
に
弾
正
台

が
担
っ
て
い
た
諸
省
官
吏
の
勤
怠
に
対
す
る
監
察
に
つ
い
て
は
、
司
法
台
の
権
限
と
さ
れ
ず
、
「
在
官
ノ
人
、
公
事
二
付
テ
ノ
勤
惰
能

否
鶏
嘩
駒
寮
司
ハ
其
長
官
次
官
ヨ
リ
評
議
可
言
上
事
總
離
鰐
舗
溌
」
と
あ
り
、
諸
省
に
お
い
て
審
査
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
「
同
書
」
に
は
「
在
官
ノ
人
等
ノ
行
状
清
濁
及
上
一
家
ノ
治
否
等
ヂ
ハ
探
索
シ
テ
監
部
ヨ
リ
言
上
ス
。
但
、
細
末
ノ
事
、
不
可
用
」

と
も
あ
り
、
官
吏
の
行
状
は
太
政
官
監
部
が
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
弾
正
台
が
糺
弾
の
対
象
と
し
た
官
吏
の
勤
務

態
度
は
、
諸
省
の
長
官
や
太
政
官
監
部
が
糺
弾
す
る
と
さ
れ
、
行
政
監
察
の
負
担
は
諸
省
に
分
担
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

行
政
監
察
を
企
図
し
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
よ
う
に
政
府
や
弾
正
台
に
お
い
て
多
く
の
官
員
を
採
用
す
る
必
要
は
な
く
な
り
、
必
然
的

に
弾
正
台
の
実
質
的
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
司
法
省
設
置
後
も
弾
正
台
の
官
員
を
排
す
る
動
き
は
司
法
省
内
で
顕
著
と
な
る
。
司
法
大
輔
に
任
じ
ら
れ
た
佐
佐
木

略
）
冗
官
を
沙
汰
す
る
等
、
一
々
田

す
る
こ
と
が
議
題
に
上
っ
て
い
た
。

（
幻
）

々
異
論
無
之
」
と
の
改
革
を
企
図
Ｉ
し
て
お
り
、
政
府
支
出
を
削
減
す
る
観
点
か
ら
無
用
な
官
吏
を
淘
汰
㈹



明治期弾正台の廃止要因

が
次
の
よ
う
に
官
員
登
用
の
基
準
を
決
定
し
て
い
た
た
め
、
弾
正
台
官
員
の
多
く
は
政
府
を
罷
免
さ
れ
、
弾
正
台
か
ら
司
法
省
に
転
任

（
帥
）

し
た
官
員
は
僅
か
一
一
○
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

（
マ
マ
〉

弾
正
・
刑
法
合
併
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
、
人
選
一
一
議
論
多
ク
、
何
分
弾
刑
両
官
員
ヲ
公
平
二
登
庸
セ
ン
ト
ノ
事
ナ
レ
ト
モ
、
弾
正
ノ
官

員
ハ
、
兎
角
議
論
而
已
ニ
テ
、
事
業
ニ
ハ
迂
ニ
シ
テ
、
所
謂
書
生
論
ニ
モ
到
ラ
ヌ
位
ノ
事
ナ
レ
ハ
、
是
迄
弾
正
台
ノ
失
策
モ
甚

敷
、
苛
政
ニ
テ
大
魚
ノ
住
居
ナ
キ
有
様
ナ
リ
、
依
ツ
テ
ハ
、
今
般
ハ
十
ニ
シ
テ
七
八
分
ハ
刑
部
ノ
官
員
ヲ
用
ヰ
、
十
ニ
シ
テ
ニ
三

一
漣
）

分
ハ
弾
正
ノ
官
員
ヲ
用
ヰ
ル
ト
申
見
込
ナ
レ
ハ
、
垂
〈
戸
少
輔
ト
謀
り
、
其
議
二
決
シ
タ
リ

佐
佐
木
に
よ
る
と
、
弾
正
台
官
員
は
司
法
省
の
事
業
に
は
疎
い
上
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
失
策
」
が
あ
っ
た
た
め
、
司
法
省
へ
の
登
用

が
限
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
失
策
」
と
は
粟
田
口
止
刑
事
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
粟
田
口
止
刑
事
件
に
よ
っ
て
「
六
九

年
弾
例
」
が
停
止
さ
れ
た
ほ
か
、
弾
正
台
上
層
部
に
い
た
海
江
田
が
辞
任
す
る
重
い
処
分
を
受
け
て
お
り
、
該
事
件
は
全
面
的
に
弾
正

台
の
非
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
弾
正
台
官
員
の
司
法
省
へ
の
転
任
が
制
限
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
「
事
業

一
六
迂
」
と
は
、
佐
佐
木
の
方
針
が
基
準
と
な
っ
て
い
た
。

司
法
省
ト
相
成
候
ヨ
リ
、
全
国
二
裁
判
所
ヲ
置
キ
、
裁
判
権
ヲ
一
一
一
帰
ス
ル
事
当
然
ナ
レ
共
、
当
時
ノ
光
景
ニ
テ
ハ
、
百
事
一
時

一
一
施
行
、
急
敷
、
依
ツ
テ
、
急
務
ハ
、
法
律
諸
規
則
ヲ
編
成
ニ
カ
ヲ
尽
シ
、
諸
裁
判
所
ハ
、
先
シ
東
京
丈
ハ
司
法
省
へ
取
纏
メ
、

追
々
二
府
五
港
二
及
ビ
候
様
可
致
、
乍
併
法
律
家
モ
無
之
、
法
律
モ
先
無
之
位
ノ
事
ナ
レ
ハ
、
一
朝
一
夕
ニ
ハ
行
ハ
レ
申
間
数
二

（
幻
）

付
、
執
し
逐
年
ヲ
期
ス
ル
見
込
ニ
テ
、
其
望
ヲ
申
立
一
ア
タ
リ
。

こ
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
佐
佐
木
は
司
法
省
設
置
に
際
し
て
、
司
法
制
度
整
備
よ
り
も
法
典
編
纂
に
比
重
を
置
い
て
い
る
。
刑
部
省

で
は
明
律
・
清
律
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
既
に
「
新
律
綱
領
」
を
編
纂
し
た
実
績
が
あ
っ
た
た
め
、
水
本
成
美
や
楠

田
英
世
を
始
め
と
し
た
担
当
官
の
多
く
が
司
法
省
へ
と
転
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
先
シ
東
京
丈
ハ
司
法
省
へ
取
纏
メ
、
追
々
二
府
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本
稿
で
は
一
八
六
九
年
五
月
か
ら
一
八
七
一
年
七
月
ま
で
置
か
れ
た
弾
正
台
に
つ
い
て
、
設
置
か
ら
廃
止
に
至
る
経
緯
を
検
討
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
概
ね
弾
正
台
は
守
旧
派
・
懐
夷
派
の
牙
城
と
さ
れ
、
近
代
法
制
度
形
成
の
た
め
の
司
法
省
設
置
に
伴
い

廃
止
さ
れ
た
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
弾
正
台
が
置
か
れ
た
際
の
主
要
な
権
限
で
あ
る
行
政
監
察
は
、
そ
の
後
、
司
法
省

に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
弾
正
台
が
不
要
と
な
っ
た
直
接
的
要
因
は
、
粟
田
口
止
刑
事
件
に
よ
る
権
限
の
後

退
で
あ
っ
た
。
事
件
後
に
定
め
ら
れ
た
「
七
○
年
弾
例
」
に
お
い
て
行
政
監
察
は
、
か
ね
て
よ
り
刑
部
省
な
ど
か
ら
強
硬
で
あ
る
と
の

批
判
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
く
後
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
無
用
な
官
吏
を
淘
汰
し
よ
う
と
す
る
大
久
保
利
通

ら
に
よ
る
改
革
が
本
格
化
す
る
と
、
大
政
官
監
部
や
諸
省
に
よ
っ
て
行
政
監
察
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
弾
正
台
の
廃
止
要
因
と
は
、
近
代
法
制
度
確
立
の
た
め
刑
部
省
と
合
併
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
が
、
無
用
な
官
吏
を
減
少
さ
せ
よ
う
と

す
る
当
該
期
の
大
久
保
利
通
ら
の
意
向
に
則
し
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
司
法
省
設
置
に
際
し
て
官
員
の
獲
得
に
は
、
司
法
大
輔
で
あ
る
佐
佐
木
高
行
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
佐
佐
木
は
法
典

五
港
二
及
ビ
候
様
可
致
」
と
し
て
、
司
法
省
で
は
三
府
と
開
港
場
に
お
け
る
司
法
行
政
を
担
う
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
司
法
行
政

や
裁
判
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
刑
部
省
官
員
の
方
が
、
弾
正
台
官
員
に
比
べ
必
要
な
人
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
刑
部
・
弾
正
を

合
併
し
な
が
ら
も
、
弾
正
台
の
官
員
を
多
く
は
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
弾
正
台
解
体
か
ら
司
法
省
設
置
の
背
景
に
は
、
近
代
法
制
度
形
成
と
い
う
観
点
以
外
に
も
、
政
府
に
お
い
て
必
要
性
が

低
下
し
た
弾
正
台
の
「
冗
官
」
を
沙
汰
す
る
と
い
う
、
維
新
政
権
期
の
政
治
問
題
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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明治期弾正台の廃止要因

編
纂
に
省
務
の
比
重
を
置
く
と
す
る
立
場
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
監
察
や
巡
察
を
主
要
な
任
務
と
し
て
い
た
弾
正
台
官
員
の
採
用

を
最
小
限
に
留
め
る
。
そ
の
一
方
で
、
佐
佐
木
は
刑
部
省
か
ら
三
二
名
の
官
員
を
転
籍
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
、
一
八
七
一
年
一
一
月

の
「
袖
珍
官
員
録
」
に
よ
る
と
司
法
省
の
官
員
は
全
体
で
一
三
一
一
一
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
司
法
省
に
お
い
て
旧
刑
部
省
官
員
の
占
め
る

割
合
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
こ
う
し
た
刑
部
省
か
ら
司
法
省
に
か
け
て
の
制
度
的
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
１
）
藤
田
弘
道
「
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂
史
」
（
慶
慰
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
一
年
）
、
山
口
亮
介
「
明
治
太
政
官
復
古
と
刑
法
珈
務
課
・
事
務

局
、
刑
法
官
、
刑
部
省
の
形
成
」
（
北
九
州
市
立
大
学
法
学
会
編
「
法
政
論
集
」
四
二
巻
二
・
三
・
四
号
、
二
○
一
五
年
）
な
ど
。

（
２
）
板
垣
哲
夫
「
弾
正
台
（
明
治
２
．
５
～
４
．
７
）
に
お
け
る
政
治
動
向
」
（
日
本
歴
史
学
会
編
「
日
本
歴
史
」
三
五
六
号
、
一
九
七
八
年
）
。

（
３
）
笠
原
英
彦
「
弾
正
台
と
行
政
監
察
」
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
会
縞
「
法
学
研
究
」
七
二
巻
三
号
、
一
九
九
九
年
）
。

（
４
）
我
妻
栄
編
「
日
本
政
治
裁
判
史
録
〈
明
治
前
〉
」
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
八
年
）
。

（
５
）
近
代
法
制
度
形
成
を
目
指
し
て
弾
正
台
と
刑
部
省
を
合
併
し
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
毛
利
敏
彦
「
江
藤
新
平
」
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
八
七
年
）

な
ど
が
あ
る
。
毛
利
氏
は
保
守
派
で
あ
る
弾
正
台
が
行
政
監
察
を
通
し
て
刑
部
省
に
介
入
し
て
い
た
こ
と
が
、
弾
正
台
解
体
の
要
因
で
あ
る
と
し
て

（
６
）
法
務
図
書
館
編
「
法
務
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
目
録
（
和
書
）
」
、
二
○
頁
、
法
務
図
書
館
、
一
九
七
三
年
。

（
７
）
田
口
慶
吉
「
近
代
太
政
官
文
書
の
様
式
に
つ
い
て
」
（
国
立
公
文
書
館
編
「
北
の
丸
」
一
九
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
８
）
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
普
」
二
巻
、
三
五
六
～
三
五
八
頁
。

（
９
）
前
掲
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
替
」
三
巻
、
一
八
八
頁
。

（
皿
）
前
掲
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
轡
」
四
巻
、
二
八
○
～
二
八
一
頁
。

（
ｕ
）
前
掲
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
書
」
五
巻
ノ
ー
、
四
六
五
頁
。

（
皿
）
「
太
政
官
達
第
三
三
号
」
（
前
掲
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
書
」
一
巻
、
一
四
三
頁
）
。

（
週
）
前
掲
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
書
」
二
巻
、
二
六
六
頁
。

（
ｕ
）
「
大
政
官
達
第
九
一
六
号
」
（
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
書
」
一
巻
、
三
四
一
一
一
～
一
一
一
四
四
頁
）
。

（
旧
）
作
成
年
月
日
は
一
八
六
九
年
一
二
月
一
八
日
。

い
→
Ｃ
Ｏ
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（
羽
）
前
掲
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
保
古
飛
呂
比
」
四
巻
、
二
○
○
頁
、
一
八
六
九
年
二
月
一
九
日
。

（
型
）
前
掲
笠
原
「
弾
正
台
と
行
政
監
察
」
一
四
頁
。

（
弱
）
拙
稿
「
江
藤
新
平
の
政
治
思
想
」
（
日
本
歴
史
学
会
編
「
日
本
歴
史
」
七
六
五
号
、
二
○
一
二
年
）
。

（
妬
）
拙
稿
「
太
政
官
期
の
法
典
編
纂
に
お
け
る
「
西
洋
」
「
非
西
洋
」
」
（
明
治
維
新
史
学
会
編
「
明
治
維
新
史
研
究
」
一
四
号
、
二
○
一
七
年
）
。

（
幻
）
日
本
史
籍
協
会
編
「
大
久
保
利
通
日
記
」
二
巻
、
一
三
三
～
一
三
四
頁
。
一
八
七
○
年
一
○
月
二
七
日
。

（
羽
）
前
掲
日
本
史
籍
協
会
編
「
大
久
保
利
通
日
記
」
二
巻
、
一
三
五
頁
。
一
八
七
○
年
一
○
月
二
九
日
。

（
羽
）
「
政
治
制
度
上
申
案
箇
条
」
（
佐
賀
県
立
図
轡
館
所
蔵
「
江
藤
新
平
関
係
文
野
」
Ｒ
１
３
、
二
八
一
ｌ
（
１
）
）
、
一
八
七
○
年
間
一
○
月
二
六
日
。

（
マ
マ
｝

（
釦
）
江
藤
は
「
政
治
制
度
上
申
案
箇
条
」
起
草
前
の
一
八
七
○
年
間
一
○
月
一
一
一
日
に
大
久
保
と
面
会
し
て
お
り
、
「
江
東
氏
入
来
、
宮
禄
之
コ
ト
等
異

論
有
之
一
一
付
、
厚
御
旨
趣
申
含
候
処
、
大
感
発
至
而
同
心
い
た
し
、
尚
又
勘
考
之
上
、
見
込
可
申
与
之
コ
ト
」
（
前
掲
日
本
史
籍
協
会
編
「
大
久
保
利

通
日
記
」
二
巻
、
一
三
七
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
官
禄
を
削
減
す
る
た
め
に
不
要
な
官
員
を
淘
汰
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
生
じ
な
か
っ
た
。

（
釦
）
拙
稿
「
司
法
省
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
法
受
容
の
端
緒
」
（
国
史
学
会
編
「
国
史
学
」
二
○
九
号
、
二
○
一
三
年
）
。

（
翌
前
掲
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
保
古
飛
呂
比
」
五
巻
、
一
五
七
～
一
五
八
頁
。
一
八
七
一
年
七
月
一
二
日
。

（
羽
）
前
掲
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
保
古
飛
呂
比
」
五
巻
、
’
五
七
～
一
五
八
頁
。
一
八
七
一
年
七
月
一
二
日
。

（
岨
）
日
本
史
籍
協
会
編
「
木
戸
孝
允
文
書
」
三
巻
、
伊
藤
博
文
宛
木
戸
孝
允
書
簡
、
一
八
六
九
年
八
月
一
五
日
。
四
二
○
～
四
二
七
頁
。

（
⑲
）
「
海
江
田
大
忠
糾
問
口
書
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
収
録
「
粟
田
ロ
止
刑
始
末
」
一
一
、
公
○
○
四
一
一
一
二
一
○
○
’
○
四
二
）
。

（
別
）
「
弾
例
ノ
儀
二
付
刑
部
省
上
申
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
収
録
「
粟
田
口
止
刑
始
末
」
三
、
公
○
○
四
一
一
一
一
一
一
一
○
○
－
○
六
一
）
。

（
皿
）
「
太
政
宮
達
第
一
四
三
号
」
（
前
掲
内
閣
官
報
局
縞
「
法
令
全
轡
」
三
巻
、
五
五
頁
）
。

（
犯
）
国
立
公
文
替
館
所
蔵
「
大
政
類
典
」
太
草
○
○
○
二
一
一
一
一
○
○
’
○
七
一
。
な
お
、
「
台
則
」
部
分
は
前
掲
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
轡
」
三
巻
、

（
焔
）
前
掲
笠
原
「
弾
正
台
と
行
政
監
察
」
。

（
Ⅳ
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
保
古
飛
呂
比
佐
佐
木
高
行
日
記
」
四
巻
、
二
○
○
頁
、
’
八
六
九
年
二
月
一
九
日
。
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
保
古
飛

呂
比
」
と
表
記
す
る
）
。

日
本
史
籍
協
会
編
「
木

一
九
一
頁
に
も
収
録
。
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